
連合福岡は2月28日、福岡市博多区の冷泉公園において「2026
春季生活闘争勝利・総決起集会」を開催した。会場には、県内各地
から構成組織・地協の仲間たち約2,000人が結集。春の訪れを前
に、冷泉公園は集会参加の組合員の熱い志で埋め尽くされた。

集会の冒頭、吉村淳治会長は、長引く物価高騰が家計や地場の
実体経済に与えている深刻な影響に触れ、「実質賃金がマイナスの
中、生活向上を実感できていない仲間が数多くいる」と強く指摘し
た。その上で、「現場

の声、組合員の思いを反映した賃上げと働き方改革を実現し、
その成果を社会全体に波及させなければならない。今こそ『賃上
げが当たり前の社会』を定着させよう」と、交渉の本格化に向け
た不退転の決意を呼びかけた。

参加者は、格差是正と生活向上を旗印とした「集会宣言案」を
全会一致で採択。最後は、会場全体が一体となった「ガンバロー
三唱」で気勢を上げ、勝利への団結を深めた。

集会後、参加者は冷泉公園から天神中央公園までデモ行進を
行い、スローガン「こだわろう！くらしの向上」「ひろげよう！仲
間の輪」の横断幕を掲げ、メッセージプラカードを各自持ちなが
ら、「みんなで！賃上げ！」「あげよう！賃上げ！」「つくろう！労
働組合」「はいろう！労働組合」などとアクションコールを行い、
広く市民の皆様へ私たちの主張を届けた。沿道の市民の皆様か
らの温かい激励の
眼差しや、共感の
拍手に背中を押さ

れながら、横断幕とのぼりを掲げて歩く仲間の姿は、労働組合
の社会的責任を果たす力強い意志を示した。

春闘はいよいよヤマ場を迎える。すべての働く仲間が「豊か
さ」を実感できる社会を構築するため、連合福岡は一丸となって
最後までたたかい抜く。ともに頑張ろう。

425
2026年3月30日発行
発　行：日本労働組合総連合会福岡県連合会
発行人・編集人：山下優一
〒812-0025  福岡市博多区店屋町6番5号 小松ビル
　　　TEL.092-283-5529  FAX.092-283-5611
　連合福岡のホームページ
　　http://www.rengo-fukuoka.jp/
　連合福岡のメールアドレス
　　info@fukuoka.jtuc ̅ rengo.jp

̶ 冷泉公園に響いた2,000人の鼓動、
今こそ「賃上げが当たり前の社会」へ ̶
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　２月28日（土）2026春季生活闘争勝利！総決起集会終了後、女性委員会主催で「拡大女性委員会
（意見交換会）」を開催しました。

【内　容】
○講演『女性のからだに関する健康セミナー』
講師：にしたんＡＲＴクリニックカウンセラー松澤様
ライフステージごとに変化する女性の健康課題についてＷＥＢセミナーを受講し、年齢ごとのからだ
への向き合い方や対処法などを学びました。

○意見交換会
８つのテーマに沿った意見交換を行いました。（労働組合、春闘、政治、仕事とキャリアなど）

【参加者の感想】
・他労組のかたと情報交換ができてありがたいです。
・考えるキッカケになる学びも多く、交流も楽しかったです！
・組合活動にどうやったら参加してもらえるか相談できる場が欲しい。

１月31日、連合福岡は地域社会の多様なステークホルダー（産学官金労）と連携し、「地域活性化
フォーラムin北筑後」を開催した。
基調講演では、久留米工業大学の小田まり子教授が学生と企業が協働してＡＩ開発に取り組む「Ｐ
ＢＬ（課題解決型学習）」の先進事例を紹介。ＤＸは単なるデジタル化ではなく、従業員満足度を高め
企業価値を向上させる手段であると強調された。
パネルディスカッションでは、福岡県中小企業ＤＸ推進センター、久留米市役所、久留米商工会議
所、筑邦銀行、連合福岡、そして同大学の学生６名が登壇。
30年にわたる賃金停滞を打破する鍵は「生産性向上」にあり、中小企業の多い同地域こそＡＩ活用
が急務であるとの認識で一致した。失敗を恐れないアジャイルな発想と、ベテランの「暗黙知」のＡＩ
化による技能伝承を加速させ、地域の確かな未来を産学官金労の結束で切り拓いていく決意を共有
した。

開催報告

ＷＥＢセミナーを真剣に聞く参加者意見交換会

産学官金労の連携で挑む、
地域のDXと生産性向上

拡大女性委員会（意見交換会）７構成組織16単組から
35名が参加
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２月17日（月）～18日（火）に連合全国一斉集
中労働相談ホットラインを実施しました。今回は
年度末を迎えるにあたり、解雇・雇止めなど雇用
不安に関することを中心に、「安心して働ける雇用
を、すべての人に！～みんなの力で職場を改善し
よう～」をテーマに労働相談を広く受付けました。
ホットラインの様子はマスコミでも報道され、

２日間両日で計14件の電話相談が寄せられました。
開催日以降も、その報道を視聴した人から多くの
労働相談が寄せられています。

連合では年３回（２・６・12月）に統一テーマ
を掲げ、全国一斉労働相談を行っており、地域で
働く未組織労働者の労働相談からの組織化や、働
く現場の実態を捉え、政策提言などにも活用して
います。
次回は連合男女平等月間に合わせて、６月９日

（火）～10日（水）の日程で、主に働く女性の労働
相談を中心としたテーマで実施します。

連合全国一斉集中労働相談ホットラインを実施しました

連合本部は、全国47都道府県に１つずつ地域
ユニオンを結成する地域ゼネラル連合構想を決議

し、2026年１月よりスター
トとなりました。
これを受け、連合福岡で
は、既存の連合福岡ユニオ
ンを再編する形で、2026
年１月25日（日）、アーク
ホテルロイヤル福岡天神に
て旧連合福岡ユニオン解散

&地域ゼネラル連合・連合福岡ユニオン結成大会
を開催しました。
大会には多くの来賓（10名）

を迎え、組合員60名が参加し
ました。大会後には記念パー
ティーも開催し、この間の活
動の歩みを振り返ると共に、
その活動を継承し、新たな組
織体制で運動を力強く進めて
いくことが確認されました。

地域ゼネラル連合「連合福岡ユニオン」が発足しました！

項 目 (多い順) 件 数
差別等（パワハラ・嫌がらせ） 5件
雇用関係（解雇・雇止めなど） 2件
労働契約関係 2件
社保税等関係 1件
退職関係 1件
安全衛生関係 1件
その他 2件

計 14件

挨拶をする花田委員長 提案を行う寺山書記長

来賓挨拶をいただいた連合福岡吉村会長（左）と
ナリッジ法律事務所小倉弁護士（右） 参加者の集合写真

【画像：テレビ報道された労働相談の様子】

【14件の相談の内訳】
■ 性別　男性 ４件　女性 10件　計14件
■ 相談内容



14日(火)
21日(火)

 ※申し込み、問い合わせは、最寄りの地域協議会・
労福協（地域労福協）に電話で予約して下さい。

10時～17時（土日祝日を除く）
エ リ ア ４月 ５月 エ リ ア ４月 ５月

福　　　岡
12日(火)

遠　賀　川 24日(金) 29日(金)
26日(火)

筑紫・朝倉 7日(火) 12日(火) 北　九　州 15日(水) 20日(水)
北　筑　後 14日(火) 12日(火) 京築・田川 1日(水) 7日(木)
南　筑　後 8日(水) 13日(水)

「れんごうふくおか」は再生紙を使用しております。
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福岡県労福協主催

SCHEDULE
政策委員会
ユースター委員会 役員・幹事会
九州大学 寄付講座
ユースター委員会 政治学習会
西南学院大学 寄付講座
女性委員会 役員・幹事会
第６回 四役会議
第７回 執行委員会
第97回メーデー
交通・運輸部門 幹事会
女性委員会 役員・幹事会
交通・運輸部門 学習会
ユースター委員会 役員・幹事会
第７回 四役会議
政策委員会
第８回 執行委員会

4月 7日
8日
8日
11日
14日
16日
17日
22日
29日

5月 9日
15日
17日
19日
20日
22日
29日

　 　

県政報告　2025年12月議会県政報告　2025年12月議会

　

連合福岡は、連合福岡議員懇談会と連携し、福岡県に要求し
ている政策・制度の実現に向け、取り組みを進めています。
今号では、福岡県議会令和７年（2025年）12月定例会にお
ける連合福岡議員懇談会の「室屋美香」県議（春日市選出）が行
った代表質問から、連合福岡の政策・制度要求を反映した項目
を中心に報告します。
≪民主県政クラブ県議団 室屋美香≫　○代表質問 ●知事答弁
○県政推進の基本姿勢について
①本庁組織の再編について
　新たな名前が付された４つの部の役割
を中心にその再編に向けた思いと、人材
育成・活躍推進部の中で、雇用の確保や
賃上げなどの県民生活に深く関わる労働
施策はどこへ移行されるのか、また労働
行政全体についてどのように推進されよ
うとしているのか。
● 政策企画部  部局横断的に政策を企画する司令塔
 市町村・地域振興部  市町村への協力支援
 人材育成・活躍推進部  人を育て、その活躍を応援し、働く
ものの雇用・生活を守る
 福祉こども政策部  次世代の社会を担うこども政策に注力
組織体制の整備を図り、福岡県の飛躍・発展にしっかり取り
組む。

②来年度の予算編成について特に優先して取り組むこと
●人口減少の影響による地方の疲弊やあらゆる分野での人手不
足、中小企業の持続的な賃上げによる賃金と物価の好循環の
実現、災害や新興感染症への備えなどの課題に真正面から取

り組み、福岡県が飛躍・発展していくための施策を力強く展
開していく。
・こども若者の育成、女性活躍推進など、「人」に主眼を置い
た背策間の連携強化
・適正な価格転嫁を推進するとともに、中小企業のDX化を
進める。
・道路などの交通インフラや産業用地の整備など、戦略的な
社会資本整備

「誰もが安心して、たくさんの笑顔で暮らせる福岡県」の実現
に向け、全身全霊で取り組む。

【その他、代表質問・一般質問・委員会での質問項目等（抜粋）】
代表質問
○多文化共生の取り組み
○地域限定保育士制度、保育士の賃金水準改善
○地域医療確保
○宿泊税交付金活用
○下水道管路のリダンダンシー確保
一般質問
○父親を含めた子育て支援について
○改正道路交通法の自転車運転に関することについて
○女性が女性医師を受診しやすくなるための取り組み
○民泊急増に伴う検査員の体制強化と県民からの相談窓口に
ついて
○災害時の車中泊避難者支援の取組について
○チャイルドシート貸出体制について
○糸島圏域の振興について
○本県の伝統文化の継承・発展について

代表質問をする
室屋県議


